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松
岡　

備
中
地
域
の
豪
雨
災
害
に
お

け
る
被
害
状
況
は
。

総
務
部
参
与　

家
屋
に
つ
い
て
は
、

土
砂
流
入
が
８
件
、
床
下
浸
水
が
２

件
発
生
。
市
道
・
河
川
は
、
倒
木
や

路
肩
崩
落
な
ど
に
よ
り
75
件
の
被
害

を
確
認
。
農
道
・
農
地
は
39
件
の
被

害
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
農
地
は
29
件
・

18
戸
で
、
23
件
が
水
田
で
あ
る
。

松
岡　

復
旧
状
況
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
。

総
務
部
参
与　

家
屋
に
つ
い
て
は
、

見
舞
金
の
支
給
、
土
砂
除
去
扶
助
給

付
決
定
を
行
っ
て
い
る
。
道
路
は
災

害
発
生
当
初
か
ら
復
旧
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
現
在
は
市
道
３
路
線
、
県

道
４
路
線
、
林
道
１
路
線
が
通
行
不

可
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
に
つ
い
て

は
、
一
定
規
模
以
上
の
も
の
は
、
令
和

８
年
度
内
に
順
次
復
旧
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
県
道
に
つ

い
て
は
復
旧
に
長
期
間
を
要
す
る
見

込
み
。

松
岡　

国
や
県
へ
の
要
請
状
況
、
補

助
金
・
交
付
金
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
は
。

総
務
部
参
与　

国
の
災
害
査
定
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
11
月
14
日
付
で

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
た
。

松
岡　

補
助
制
度
の
内
容
や
復
旧
の

進
捗
状
況
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
資
料

を
市
が
作
成
し
、
住
民
に
対
し
て
説

明
会
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
今
後
も

国
・
県
と
の
連
携
を
強
化
し
、
各
種

補
助
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

住
民
の
生
活
が
一
日
で
も
早
く
通
常

に
戻
る
よ
う
、
引
き
続
き
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

交
流
人
口
よ
り
関
係
人
口
を
増
や
す
対
策
を

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か

交
流
人
口
よ
り
関
係
人
口
を
増
や
す
対
策
を

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か

豪
雨
災
害
の
早
期
復
旧
を

川
上
博　

交
流
人
口
よ
り
関
係
人
口

を
増
や
す
対
策
を
推
進
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

総
合
計
画
に
関
係

人
口
に
関
す
る
施
策
を
設
け
る
予
定

で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

等
の
国
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
関

係
人
口
の
創
出
と
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

川
上
博　

所
有
者
が
、
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

高
梁
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
た
「
高
梁
市
空

き
家
と
移
住
の
相
談
窓
口
」
で
は
、

相
談
内
容
に
よ
っ
て
最
適
な
空
き
家

の
出
口
戦
略
を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る

体
制
を
整
え
て
お
り
、
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
刷
新
し

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
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今
の
高
梁
市
に
と
っ
て
︑若
者
の
︑

高
校
生
の
意
見
は
本
当
に
貴
重
で
あ
る

小
黒　

高
梁
高
校
の
探
究
学
習
報
告

会
の
中
で
、
小
規
模
校
に
大
切
な
の

は
「
地
域
・
生
徒
数
・
校
風
に
合
わ

せ
て
個
々
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
」

と
発
表
が
あ
っ
た
が
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る

か
。

教
育
次
長　

学
校
の
規
模
を
問
わ
ず
、

ど
こ
の
学
校
で
も
一
定
の
水
準
の
教

育
を
提
供
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使

命
で
あ
る
。
教
育
格
差
を
な
く
し
学

び
を
充
実
さ
せ
新
し
い
時
代
を
生
き

抜
く
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

小
黒　

親
の
送
迎
が
な
く
て
も
、
子

ど
も
だ
け
で
通
学
で
き
る
よ
う
な
手

助
け
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
交

通
機
関
の
有
無
、
経
費
を
総
合
的
に

見
て
、
何
が
本
当
に
公
平
で
安
全
か
、

教
育
長
と
も
一
緒
に
考
え
た
い
。

小
黒　

発
生
し
た
場
合
、
養
鶏
場
へ

の
道
幅
は
狭
く
車
を
か
わ
す
場
所
が

な
い
が
。

産
業
経
済
部
長　

全
路
線
の
改
良
は

難
し
い
が
、
待
避
所
を
設
け
る
計
画

は
し
て
い
き
た
い
。
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
も
要
望
を
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

小
黒　

パ
ッ
カ
ー
車
が
老
朽
化
し
て

い
る
が
更
新
は
考
え
て
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

更
新
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

（総務省 二地域居住・関係人口ポータルサイトより）

豪
雨
災
害
の
被
害
・
復
旧
状
況
と

支
援

小
規
模
校
に
大
規
模
校
の

メ
リ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

パ
ッ
カ
ー
車
に
つ
い
て　

観
光
政
策
に
つ
い
て　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て　
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筑西市を
　訪問
筑西市を
　訪問

茨城県筑西市

水谷家菩提寺　定林寺 歓迎の様子　筑西市役所

CHIKUSEI　CITY
　

筑
西
市
と
高
梁
市
は
、
平
成

19
年
に
友
好
都
市
を
再
締
結

し
、
平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
災

害
で
は
い
ち
早
く
職
員
の
派
遣

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
館
藩

(
現
在
の
筑
西
市
)
二
代
藩
主

水
谷
勝
隆
公
が
１
６
４
２
年
備

中
松
山
城
主
藩
主
と
し
て
入
城

し
た
の
が
両
市
の
交
流
の
機
縁

で
す
。
水
谷
氏
は
三
代
に
わ
た

り
城
主
を
務
め
、
飛
地
で
あ
る

玉
島
港
の
整
備
や
高
梁
川
の
高

瀬
舟
に
よ
る
航
路
開
発
な
ど
を

行
い
現
在
の
高
梁
市
の
基
盤
形

成
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
行
政
・
議
会
間

の
交
流
を
通
じ
て
連
携
を
強
化

す
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
と
文

化
を
共
有
す
る
友
好
都
市
と
し

て
交
流
事
業
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

筑西市を
　訪問

激甚災害指定とは

被害が特に大きい場合に国が指定する災害で、
復旧に対する国の支援が手厚くなります。

▲動画視聴はこちらから▲動画視聴はこちらから

▲動画視聴はこちらから

 

み
ず
の
や
か
つ
た
か




